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長谷川明弘
このプリーフ・セラビー (以下BT.と省略)と は最近の日本へはlo年 くら
いの間に紹介されて来た′心理療法である。これには名称のごとく短期に心理療
法を終了しようとするものである。BTはミルトン・1・エリタソン〔Iilton H EricksOn
(1901～ 1980)〕 というアメリカの催眠療法家の影響を大きく受けている。こ
のエリクソンはアィデンティティーなどの発達段階理論を提唱しているエリク・
エリクソン 〔Erik Eriks。■(19o2～ 1994)〕 と同一人物ではないので注意。また、
そのミル トン・エリクソンから影響を受けた『学派 ※1』 はいくつか派生して
いる。具体的には、エリクソン派 (Ericksonian Approach)、 ェリクソン流戦
略的心理療法 (Ericksonian Strategic Therapy)、 問題指向型短期療法(lRI
:lental Research lnstitute,Pa10 Alto,CA)、 解決志向型短期心理療法 (ミルウォ
キヽ誦臨離 :BFTC;Brief Fanily Therapy Center)ヽ 神経言語プログラミング (NLP
:Neuro Linguistic Programming)etcが あげられる。またその『学派Jの
考え方は現在でも発展 している。
3T.は第二次大戦前後にアメリカで発展 してきたものそこのところ20年く
らいのうちに盛んになってきてぃる。アメリカでは保険制度との兼ね合いで面
接回数 6回以内で終結 しないと保険料がおりないので効率の良い治療法が求め
られてきている。これはセラピス トにもクライエントにもより負担が少なくな
る利点となる。

【特徴】
BT.は従来の精神分析に対抗するような形で発展してきたものと思われる。
精神分析が長期の時間を必要するのに対 して、このB.T.は短期間、可能ならば
6カ月以内に面接 20回以内で終結しようとする。 (『学派』によって異なる)
そして、精神分析の目標である人格の再構成 (e.=.フ ロイ ト派やユング派)
や、クライエント中心療法の人間的成長・自己実現 (e.8・ ロジヤース派やアド
ラ=派)と いった壮大な目標よりも、このB.T.は「わずかな変化」を促す介入を
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た形で治療を行ってきている (よ うに見える)。 また過去を探りそこから現在
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もいる(よ うに思える、これも偏見かもしれない)。
一方、3.T.は一見して理論を作らないといぅ「理論」をもっているように思
われる(パラドックス※2と もいえそうである)。 それを言い換えれば、何をやっ

は変えようがないのであまり重要とせ
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そして、かなりの技法が編み出されているのでそれらの技法を用いそ行う
(eg.精神分析の用語の抵抗をうまく禾」用する技法もある:)こ とが多い。(と いっ
てもセンスも重要視しているように見える。)し かし、アメリカらしいHow
to方式という点に問題があるという人達も欧州のセラピストの中にはいる。
最後にB.T.の考え方は日常的な場所でも用いることができるといえよう。
3Tは特別に新しいものではなく以前からある治療の中から自然に発生してき
たもので治療者 (セラピス ト)の クライエントや治療 (セ ラピー)に対する姿
勢を指 していると理解してほしい。

※1ミ ル トン・エリクソンは学派に属するのが嫌いだったし、それを作るこ
とも好まなかったらしいので学派と呼んではいけないかもしれない。

※2パラドックス (逆説)を分類すると以下の 3種があります。これらは互
いに重なる部分があるのでこのパラドックスはOoだ と厳密には
断定できないと思います。

論理数学的パラドックス…例として「 これから自主的に行動しなさ
い。」といった指示によって生ずる矛盾。ある指示が他の指示を

同時に、あるいは別の時間に矛盾するように意味修飾している場
合をさします。

意味論的パラドックス…「 この文章を読んではいけない。」、「こ
こに書いてあることはすべて嘘である」と書いてあった場合に生
じる矛盾をさします。

語用論的パラドックス…グブル・バインド (二重拘束)を さし、前
後の文脈によって意味修飾がかわって生ずる矛盾をさします。
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本文は昨年度に作成された「 CO-3HAHИ E 1993」 に掲載された
文章(p44-45)に筆者の理解不足な点があったため訂正、加筆したものである。
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